
　新校舎は、生徒が落ち
着いて学習できる環境を
目指し、比較的にぎやか
な環境である敷地東側に
グラウンドを配置し、校
舎は西側に配置すること
で、校内を合理的・一体
的に使用できる計画とし
ます。渋谷図書館は、地
域の方が利用しやすいよ
う、校舎の北西角に地域
に開かれた形で設けます。
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第六回「広尾中学校建て替え準備委員会」を実施しました
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　発　行　者：渋谷区教育委員会事務局
　住　　　所：〒 150-8010　渋谷区宇田川町 1番 1号　区役所 4階
　問合わせ先：電話：03-3463-2795　Mail：sec-gakko-seibi@shibuya.tokyo

第六回委員会実施日時等
実施日時：令和 5年 12 月 7日 ( 木 )　13 時 30 分～ 14時 30 分
会　　場：広尾中学校　ランチルーム

渋谷区立広尾中学校建て替え準備委員会ニュースレター　Vol.6

普通教室の数を 1学年 2クラスで計画されていますが、生徒
数が増え 1学年 3クラス分必要になった場合は、どう対応す
るのでしょうか。

普通教室に加え、各学年に少人数教室を 1教室ずつ設ける予
定です。
希望人数が増えた場合は、少人数教室を普通教室に転用する
ことで、3クラスに対応できると想定しています。

デザイン性を重視した建物は維持費が高くかかるのではない
でしょうか。

太陽光発電の採用など、環境性能も考慮した設計をするのが
よいと思います。

維持費を低く抑えられるように考慮しながらデザインを検討
していきます。

建物のエネルギー消費を低く抑えられるように環境性能を高
める検討していきます。
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第六回委員会　議題
① 基本計画について

② 主な意見交換

② 主な意見交換① 基本計画について

　第六回委員会では、第一回から第五回で検討した内容を取りまとめた基本計画のご報告をいたしました。
建て替えのコンセプトから始まり、配置計画や機能ゾーニング、施設概要に至るまでの考え方をご説明させて頂き、
皆様と意見交換を行いました。

■建て替えコンセプト

・多様な学びがひろがるラーニング・コモンズ
・場所が持つ特性を活かした環境計画
・地域に開いた、地域が誇れる学校

新しい学びの空間のための建築コンセプト

空間計画のコンセプト　イメージスケッチ

■配置計画

■機能配置

■施設概要
施設規模 建 築 面 積

延 べ 面 積

階 数

建 築 物 の 高 さ

構 造

： 4,500㎡程度
：11,500㎡程度
　〈既存校舎の延べ面積：7,113.45㎡〉
：地上３階　地下 1 階

：12.8m 程度（一部最高の高さ 14.8m 程度）
　〈既存校舎の最高の高さ：16.825m〉
：鉄骨造一部鉄筋コンクリート造（想定）

　新校舎の中心にはラーニング・コモン
ズを配置し、吹き抜けを介して各階の空
間が繋がります。
　教室や特別教室などは、ラーニング・
コモンズに面するように配置することで、
ラーニング・コモンズと一体的に利用す
ることもでき、多様な学習スタイルに対
応できる場とすることを目指します。
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・” ちがいをちからに変える” ことができる次世代⼈材を育む渋⾕
・シブヤモデル『未来の学校』の創造
・「新たな学びの場」  つながる・広がる・深まる 学びの場
・「環境への配慮」   最先端の環境モデル拠点
・「地域コミュニティの拠点」  地域をつないで交流を⽣みシビックプライドを育む
・学校施設全体が学びの場

①多様な学びがひろがるラーニング・コモンズ

・ラーニング・コモンズは、１⼈でも、複数⼈でも、クラス単位でも、主体的・対話的な学びができる居場所とし、
 また１つ１つの学びが学校中に伝播するような⽴体的なつながりのある空間とします。
・教室は、教科や規模に応じて可変的なつくりとし、
 屋外テラスやラーニング・コモンズと連動して柔軟に使えるつくりとします。

②場所が持つ特性を活かした環境計画

・校舎のある地域の気候特性を解析し、建築計画と連動させることで⾃然通⾵や⾃然採光を最⼤化します。
・建物内の空間特性に応じた断熱⽅法や空調システムの導⼊による環境配慮型の環境計画とします。

③地域に開いた、地域が誇れる学校

・学校と地域の接点になる部分を、⽣徒と地域利⽤者の双⽅にとって居⼼地がよく、
 かつシンボリックなデザインとします。
・セキュリティ計画を⼊念に⾏い、⽣徒が安⼼して地域とつながることのできる共創空間を計画します。

・新学習指導要領「主体的・対話的で深い学び」
・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の⼀体的な充実
・GIGAスクール構想

探求学習のサイクル
 多様な学習形態が時間とともに変化することに対し、必要な場を連続的、⼀体的に⽤意する
 （調べる→議論する→まとめる→発表する→振り返る→・・・） 文部科学省HPより

文部科学省の政策・方針

渋谷区『新しい学校づくり』整備方針より

新しい学びの空間のための建築コンセプト

上位構想のまとめ 広尾中学校・松濤中学校の空間計画のコンセプト

基本計画コンセプトシート（案） 2023.05.29

渋谷区の方針

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shisetu/044/toushin/1414523_00004.htm

https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kodomo/gakko-kyoiku/new-gakko/atarashii_gakko_dukuri.html

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm

広場全体が立体的なラーニング・コモンズ
１階 特別教室や図書館、体育館、多目的室 地域開放
２-３階には、生徒や先生のための学校機能
ラーニング・コモンズを介して、学校全体に街のような学びの一体感

運動場と連続的につながる外観
十分にセットバック

渋谷図書館と一体的に計画 地域開放
大きな吹き抜け広場 立体的なラーニング・コモンズ

地域と学校を、また生徒と生徒をつなげます
迎え入れるような、大きな庇

スタジアムのような一体感を持った地域の学び場

広場全体が立体的なラーニング・コモンズ
１階 特別教室や図書館、体育館、多目的室 地域開放
２-３階には、生徒や先生のための学校機能
ラーニング・コモンズを介して、学校全体に街のような学びの一体感

運動場と連続的につながる外観
十分にセットバック

渋谷図書館と一体的に計画 地域開放
大きな吹き抜け広場 立体的なラーニング・コモンズ

地域と学校を、また生徒と生徒をつなげます
迎え入れるような、大きな庇

スタジアムのような一体感を持った地域の学び場

・学校を渋⾕図書館と⼀体的に計画し、特別教室や体育館などを地域開放します。
・校舎の中央に⼤きな吹き抜け広場として⽴体的なラーニング・コモンズを設けます。
・ラーニング・コモンズを介して地域と学校を、また⽣徒と⽣徒をつなげます。
・周辺道路から⽣徒や地域の⼈を迎え⼊れるような、⼤きな庇のある外観とします。
・学校全体が、スタジアムのような⼀体感を持った地域の学び場になります。

・建物中央の⾕のような広場全体が⽴体的なラーニング・コモンズになります。
・１階に、特別教室や図書館、体育館、多⽬的室などを配置し、地域開放します。
・２-３階には、⽣徒や先⽣のための学校機能を配置します。
・ラーニング・コモンズを介して、学校全体に街のような学びの⼀体感が⽣まれます。
・屋外階段を校庭側に設けることで、運動場と連続的につながる外観とします。
・周辺の閑静な住宅街に対しては⼗分にセットバックした配置とします。

広尾中学校  スタジアム案

松濤中学校  ⾕案

２階1階 ３階

※屋内プールは、グラウンドの地下に配置する案を検討しています。
※テニスコートは、東側別棟の屋上に整備する案を検討しています。
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